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	大 項 目
	【その他】

	小 項 目
	著作権（著作権の侵害）

	タイトル
	著作権の侵害

	主な対象
	中学校

	ね ら い
	音楽などの著作物を許可なく複製して配布する行為はいけないことに気付かせる。

	作成の意図
	複写機の発達や、情報のデジタル化が進展することにより、著作物が簡単に複製され配布される状況が拡大している。また、そのような行為が違法であることを認識していない児童も多い

そこで、このコンテンツを利用して、他人の著作物を許可なく複製し配布することは、著作者の利益を損ねることになり、違法となることに気付かせる。

	指導内容
	・著作物を無断で複製し配布する行為はしてはいけないことであり、著作権法に違反すること

・著作権法の必要性を認識すること

	展　　開
	①　市販CDの中から曲を集めて、たくさんの友達に配付するため複製している様子の絵を見せる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②　この行為はよいのかどうか、曲を作った人、CDを作った会社、CDを売っている店の人のそれぞれの立場で考えさせる。（著作者の利益を損ねることに着目させる）

　　
③　次のことを説明する。

・音楽や絵などの著作物は勝手にコピーして人に配ってはいけない。著作者の利益を損ねることにつながり、著作権法の違反になる。ただし、「私的使用目的の範囲」であれば、許可なく複製して楽しむことは、違法とはならない。(個人、あるいは家族内に準じる範囲)

④　著作権法がないとどのようなことが起きるかを考えさせ、著作権法の必要性に気付かせる。

　　予想回答

　　「曲を作る人は創作意欲がなくなる」

「CDを作る会社やCDを売っている店がなくなってしまう」

⑤　著作権法がないと、創作意欲の低下、会社や販売店の売り上げ減少等により社会に大きな影響を与えてしまうことを説明する。




















